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1. 前報に引き続き，家庭用電気洗タク機を使用する

場合の機械作用の差異が，洗浄効果に及ぼす影響を検出

する感度と精度について，玉川カーボン汚染布と試作カ

ーボン汚染布と試作カーボン汚染布とを比較した。

2. 洗タク試験方法および人工汚染布作製は，日本電

気工業会標準規格，電気洗タク機洗タク性能試験法に準

じた。実験条件は次のとおりである。

洗タク機：渦巻型３種

水流：反転と一方回転（渦巻）

洗タク綿布の厚さ：厚地と薄地

厚地……16s X 16s, 26×58/インチ，/l組織太綾カ

ツラギ

薄地……60s X 60s, 100×100ノインチ，平織晒カナ

キン

洗タク綿布の大きさ：大，中，小

3. 実験の精度は次のとおりである。

試作カーボン汚染布＞玉川カーボン汚染布

また，試作カーボン汚染布を用いて判定した結果の一

部を示せば次のとおりである。（洗浄率の大小順）

厚地》薄地

反転》一方回転（渦巻）

なお，洗タク布の大きさも明らかに洗浄効果に影響を及

ぼしている。


